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調査対象地（天白川）の特徴
•車の進入がなく、通学や通勤のため徒歩・自転車で通
過する場所

•地域の方の散歩コース
•街灯がある
•テーブル・ベンチがある
⇒桜の時期や、特に夏場には飲食（飲酒）が行われ、
ごみが放置される
•ごみ箱はなし
•川の反対側には荒廃した浄水池跡がある
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西側から見た写真

浄水地跡遊歩道から天白川を見下ろした写真
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天白川側（草刈り前） 浄水地跡

天白川側（草刈り前） 浄水地跡



観察されるごみ

タバコ

飲料缶（夏は酒類も）

飴の袋

コンビニのホットスナック



方法
•ベースラインの測定（介入実施前の状況把握）

6月1日～6月30日
•介入実施
①回収・全部の草刈り 7月1日～8月4日
②回収・一部草刈り・プランターの設置

8月5日～9月8日
③回収・一部草刈り・ベンチ付近に「目」の掲示

9月9日～10月13日
④回収・一部草刈り・児童絵画の掲示

10月14日～11月18日
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調査対象地の俯瞰図



草刈り
•割れ窓理論（Wilson & Kelling, 1982）

•建物の窓が壊れているのを放置すると、誰も注意を払っていな
いというサインとなり、他の窓も全て壊され犯罪を起こしやすい
環境が作られる

草刈り前  草刈り後

草
刈
り
前



草
刈
り
後

• Keizer, Lindenberg, & Steg（2008）
•ある郵便受けの近くの壁に落書きがあったりゴミが
捨ててあったりした場合、その郵便受けから5ユーロ
札入りの封筒を盗む割合は、郵便受けの周囲が綺
麗だった場合の約2倍

ポイ捨てされたごみがある環境がポイ捨てを助長
する要因となって、人の行動に影響をもたらす



プランターの設置
草刈りをする場所・しない場所＋花がある・ない
•あ）草刈りされている＋花がある
•い）草刈りされていない＋花がある
•う）草刈りされていない＋花がない
•え）草刈りされている＋花がない
※草刈りをする際に、全くないところと膝下くらい
まで残す条件を設定

あいうえ

花花草草



プランターの設置

管理性…人の手が加えられ、綺
麗にされている場所であるという
認知
監視性…パトロールの強化などに
よる、不法行為が露見するリスク
の認知

越智（2007）

ゴミ箱にゴミを捨てるかどうかは、
その区域の美しさに影響を受ける

Kohlenbeg & Phillips (1973)

綺麗な景観ではゴミを捨てにくい



割れ窓理論実践例

通学路などで草花の手入れをしな
がら、子どもたちの見守り

東
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立
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目のシール



100

Beteson, Nettle & Roberts（2006）

監視性・・・画像による「目」の提示でも有効



目の看板の
応用例
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子どもの絵
•パブリックアート

•主に公共空間のような、人々が自由に出
入りできる空間、あるいは目にすることが
できる空間に、鑑賞やふれあいを通じて、
人々に喜びや楽しみを与えることを目的と
して設置されるアート・芸術作品

•街や地域の美的な質を高める、集客力
等を高める意図

羽生（2008）



ごみの観察について
•調査協力者1名が、期間中2日の1回程度の頻度で
観察

•観察方法について説明し、観察マニュアルを作成
•天候など状況を踏まえて期間中の観察回数が17回
になるように実施

•ポイ捨てされているごみを観察
•内容について記録、写真も撮影

＊マニュアルの見本あり



ポイ捨てされたごみの分類
•食品包装プラスチック
•食品のプラスチック容器
•レジ袋
•プラスチック袋
•硬質プラスチック
•プラスチックボトル
•プラスチック製ストロー
•発泡スチロール片
•プラスチックその他
•紙類

•瓶
•缶
•ペットボトル
•ペットボトル蓋
•たばこ吸い殻
•たばこケース
•ライター
•布類
•まとめごみ
•不明／その他



結果
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ポイ捨て量の時系列変化

ベースライン 草刈り 草刈り・プランター
草刈り・目の掲示 草刈り・児童絵画

6/7
降水量48

6/10-11
降水量34

6/15
降水量35

6/27
降水量39

9/29
風速5.6

10/3
風速11.1
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まとめ
•草刈りの効果
綺麗に見えること、ごみがないこと、手入れをし
ていることが伝わることが大事

•プランター（花）の効果
綺麗に見える、手入れをしていることが伝わる
ことが大事
憩いの場にふさわしいものであること



•目のシールの効果
憩いの場にはふさわしくない、むしろ反発される
ごみの増加につながった…？

•子どもの絵の効果
プランター設置と同等の結果
一方で缶・ペットボトルの割合が増加



①ごみを観察するときの注意点

•観察マニュアルを作成
観察手順が詳細に書かれたものを用意
ごみの分類のサンプル写真を用意

•最初のころは観察者と一緒に数回観察し、記録につい
てフィードバックを行う
手順や分類が合っているかを確認

介入を実施するときの注意点



•ごみの写真を撮るときは、何に分類したかも一緒に撮影
あとで再確認するときに困らない

•カメラの選定
雨に対応

+ズーム機能重視？
正確に記録する！

•前日のごみを把握

•観察回数の固定
毎日？2日に1回？なるべく規則的に行う

・ 食品包装プラ

タグも一緒に撮影



②集計するときの注意点
•写真1枚ずつに、何があったかをデータ化する
ダブルチェックが簡単になる



③横展開するときの注意点

•ごみの量は毎日変化する
雨や風などの天候要因、草は時間とともに伸びてくる

•地域の方の声を聴いて取り入れることも
今回はプランター設置期間を延長



④ポイ捨てしにくい環境づくり

•草が生えている、綺麗な雰囲気がない、ほったらかしの
ものがある ×

•看板などを掲示する場合、定期的なリニューアルが必要
綺麗、手入れが行き届いている、誰かが管理しているこ
とを示すことが大事

•すべての地域で、今回のやり方が当てはまるわけではな
い。効果には限界がある
草むらも均一ならきれいに見える？
ごみはゼロにはならない
ごみを誘導する方法もある（誰が管理するか？）



ご清聴ありがとうございました
河川でのポイ捨てを減らそう！

環境心理学の知見を活用した社会実験
環境省モデル事業速報

日本環境心理学会第13回大会
公開シンポジウム


